
「タオルびと」2026 年 2 月号（阿部憲政氏編③） 

 

 

1 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

 

3 .  阿 部 憲 政 氏 の タ オ ル づ く り  

 

入社直後 、工場長を任される  

 

阿 部 憲 政 氏 が 196 8 年 3 月 に 高 校 を 卒 業 し 、 同 年 5 月 に 阿 部 春

タ オ ル 工 場 に 入 社 し た と き の 話 に 戻 そ う 。 阿 部 氏 は 、 入 社 と 同 時 に

工 場 長 に 就 任 し 、 そ れ 以 来 お よ そ 半 世 紀 以 上 に わ た り 阿 部 春 一 筋 で

タ オ ル を 製 造 し て き た 。  

父 親 は 、 タ オ ル 工 場 を 立 ち 上 げ た も の の 、 そ の 運 営 は 阿 部 氏 に 一

任 し 、 み ず か ら は 起 業 以 前 か ら 勤 め て い た 宮 崎 タ オ ル で 変 わ ら ず 働

い た 。  

高 校 を 卒 業 し た ば か り の 阿 部 氏 は 、 阿 部 春 タ オ ル 工 場 で い き な り

タ オ ル づ く り の 責 任 者 と し て す べ て の 製 織 工 程 を 担 う こ と に な っ た

が 、 高 校 時 代 の タ オ ル 文 化 部 の 活 動 を と お し て 本 番 さ な が ら に タ オ

ル づ く り を 経 験 し て い た た め 、

慌 て る こ と な く 対 応 で き た 。  

阿 部 春 タ オ ル 工 場 が 創 業 さ れ

た 1 9 6 0 年 代 は 、 バ ス タ オ ル や

タ オ ル ケ ッ ト な ど の 大 判 タ オ ル

が 好 調 で あ り 、 父 親 の 職 場 で あ

る 宮 崎 タ オ ル か ら 仕 事 を 請 け 負

い 、 少 し ず つ 売 上 を 伸 ば し て い

っ た 。阿 部 氏 は 、盆 と 正 月 以 外 は

ほ ぼ 毎 日 タ オ ル づ く り に 実 直 に

と り 組 み 、製 織 の 経 験 を 積 ん だ 。

そ し て 、197 5 年 に 国 家 技 能 検 定

（ 織 機 調 整 ） 2 級 を 取 得 し た 。  

プ ラ イ ベ ー ト で は 、 阿 部 氏 が

2 8 歳 に な っ た 19 77 年 に 今 治

市 の 富 田 地 区 出 身 の 幸 子
さ ち こ

氏 と 見

 

結 結 婚 式 で の 記 念 写 真  
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合 い 結 婚 し 、 所 帯 を も っ た 。 幸 子 氏 は 、 タ オ ル と 無 関 係 の 仕 事 に 就

い て い た が 、 阿 部 氏 と の 結 婚 で タ オ ル づ く り に つ い て 学 び 、 経 理 な

ど の 事 務 作 業 の 傍 ら 製 織 も こ な し 、 阿 部 氏 を サ ポ ー ト し た 。  

3 人 の 子 宝 に も 恵 ま れ 、 1 9 7 8 年 に 長 女 ・ 真 衣 氏 、 19 80 年 に 長

男・玲 央 氏 、1 9 8 5 年 に 次 男・育 生 氏 が 誕 生 し た 。前 号 で 触 れ た が 、

長 男 と 次 男 は 阿 部 氏 の 後 継 者 と し て 阿 部 春 工 場 で タ オ ル づ く り に 励

ん で い る 。そ し て 、長 女 は 2 0 2 4 年 か ら 幸 子 氏 に 代 わ っ て 経 理 事 務

を 任 さ れ て い る 。  

 

阿部氏の技術とその評価  

 

阿 部 氏 は 、 198 3 年 1 0 月 に 国 家 技 能 検 定 （ タ オ ル ジ ャ カ ー ド 織

機 調 整 作 業 ） 1 級 を 取 得 し 、 誰 も が 認 め る 一 人 前 の 製 織 技 術 者 と な

っ た 。 阿 部 氏 の 製 織 技 術 に お け る 高 い 評 価 は ど の 点 に あ る の だ ろ う

か ？  

ま ず 、 温 湿 度 環 境 に 合 わ せ て 機 械 を 調 整 す る 能 力 で あ る 。 工 場 内

の 温 湿 度 は 毎 日 違 う 。 そ の 違 い に 合 わ せ て 準 備 工 程 の 整 経 作 業 を お

こ な い 、 製 織 時 に 糸 切 れ や 糸 や せ が 発 生 し な い よ う に す る 。 タ オ ル

に 使 う 原 糸 の 伸 縮 性 や 性 質 を 熟 知 し て い る か ら こ そ で き る 技 で あ り 、

高 い ク オ リ テ ィ の タ オ ル を 安 定 的 に 生 産 す る こ と が で き る 。  

つ ぎ に 、 製 織 技 術 そ の も の で あ る 。 た と え ば 、 経 糸 の テ ン シ ョ ン

（ 張 力 ） を 均 一 に し 、 等 間 隔 に 真 っ 直 ぐ に 引 き 揃 え る 技 術 で あ る 。

長 年 の キ ャ リ ア か ら 手 の ひ ら で 糸 に 触 れ る だ け で 糸 の 状 態 を 把 握 で

き る 。  

そ し て 、 上 記 の 技 術 を 基 盤 に し た 多 彩 な 織 り の 技 術 で あ る 。 さ ま

ざ ま に 異 な る 糸 を 組 み 合 わ せ た 複 雑 な 織 物 や 子 供 用 の 安 心 ・ 安 全 な

タ オ ル な ど 用 途 に 合 わ せ た 製 品 を つ く る こ と が で き る 。  

阿 部 氏 は 、20 03 年 1 1 月 、「愛 媛 県 技 能 士 会 」か ら 技 能 士 お よ び

技 能 士 育 成 功 労 者 と し て 表 彰 さ れ た 。 長 年 に わ た っ て 今 治 の タ オ ル

工 業 の 発 展 を 技 術 者 の 立 場 か ら 支 え て き た こ と へ の 評 価 で あ る 。
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2 0 0 8 年 2 月 に は １ 級 技 能 士 職 業 訓 練 指 導 員 免 許（ 愛 媛 県 ）を 取 得

し 、 最 前 線 に 立 っ て み ず か ら の 技 術 を 若 い 世 代 に 伝 授 す る 役 目 を 託

さ れ た 。  

2 0 1 2 年 5 月 に は 、技 術 者 と し て 厳 し い 条 件 を ク リ ア し た 者 だ け

に 与 え ら れ る 称 号 「 タ オ ル マ イ ス タ ー   」 に 認 定 さ れ 、 今 治 タ オ

ル 工 業 の 技 術 者 と し て 錚 々
そ う そ う

た る メ ン バ ー の 仲 間 入 り を し た 。 つ づ い

て 2 0 1 6 年 1 1 月 に 愛 媛 県 優 秀 技 能 者 に 選 ば れ 、 201 7 年 1 1 月 に

は 愛 媛 マ イ ス タ ー 認 定 を 受 け た 。  

阿 部 氏 の 活 躍 は 海 を わ た り 、台 湾 で 出 版 さ れ た『 今 治 毛 巾 的 美 學 』

（ 佐 藤 可 士 和 ・ 四 國 毛 巾 同 業 公 會 著 、 高 佩 琳 編 、 程 永 佳 訳 、 城 邦 文

化 事 業 股 份 有 限 公 司 [商 業 週 刊 ]、 20 16 年 ） に お い て 阿 部 氏 と 阿 部

春 工 場 が と り 上 げ ら れ た 。  

 

ファミリー・ビジネスの強み  

 

 阿 部 春 工 場 の 最 大 の 強 み は 、 フ ァ ミ リ ー ・ ビ ジ ネ ス に あ る 。 創 業

以 来 、 下 請 け に 徹 し て き た が 、 柔 軟 性 を 武 器 に 大 手 が 手 を 出 せ な い

ニ ッ チ 市 場 を 狙 っ て 商 売 を し て き た 。 一 方 で 、 家 族 経 営 だ け に 人 力

に は 限 界 が あ る 。  

 阿 部 氏 は 、 シ ャ ト ル 織 機 時 代 に 一 度 2 4 時 間 体 制 で 機 械 を 動 か し

た 経 験 が あ る 。 し か し 、 す ぐ に そ の 挑 戦 は 徒 労 に 終 わ っ た 。 生 産 性

を 上 げ る た め に 2 4 時 間 稼 働 を 試 し て み た が 、 限 ら れ た 人 材 で 一 日

中 機 械 を 動 か し て い る と 疲 労 感 が 半 端 で は な か っ た 。そ れ 以 来 、1 2

時 間 〜 1 3 時 間 体 制 を 維 持 し 、 現 在 は 朝 7 時 か ら 機 械 を 動 か し 、 夜

の 6 時 頃 に は 仕 事 を 終 え る 。納 期 に よ っ て は 夜 の 1 0 時 く ら い ま で

稼 働 さ せ る と き は あ る が 、 体 の 負 担 を 軽 減 さ せ る た め に 自 動 停 止 装

置 を 備 え 付 け 、 糸 切 れ な ど が 生 じ る と 自 動 的 に 止 ま る よ う に 工 夫 し

て い る 。  

LOOKS
ノート注釈
2008年に当時の四国タオル工業組合によって設置された「タオルマイスター制度」において、最高の技術と技能をもち、技術者の模範となる人材に与えられる称号。タオルマイスターになるには実務経験20年以上、国家技能検定あるいは社内検定1級取得など厳しい条件をクリアしなければならない。
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近 い 将 来 、 三 代 目 が 事 業 を 継 承 す る に あ た り 、 前 号 で 触 れ た よ う

に 、 会 社 の 発 展 を 見 越 し て

自 社 ブ ラ ン ド 製 品 に も チ ャ

レ ン ジ し て い る 。 第 一 弾 は

「 サ ウ ナ 帽 子 」で あ る 。2 つ

の 色 を 合 わ せ た サ ウ ナ 帽 子

は 3 つ の パ タ ー ン で 展 開 す

る 予 定 で あ る 。  

こ れ ま で タ オ ル 専 業 問 屋

や 請 負 先 の タ オ ル メ ー カ ー

に 販 売 ・ 流 通 を 任 せ て い た

た め 、 阿 部 春 工 場 が 自 社 流

通 を お こ な う の は 初 め て で

あ る 。 手 探 り 状 態 で は あ る

が 、 家 族 一 丸 と な っ て 自 社 ブ ラ ン ド 製 品 を 世 に 出 す 準 備 は 着 々 と 整

っ て い る 。  

 

 

4 .  今 治 タ オ ル の 人 材 育 成 へ の と り 組 み  

 

社内検定制度の設置に奔走  

 

阿 部 氏 は 、 2 0 0 2 年 か ら 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 （ 現 ・ 今 治 タ オ ル 工

業 組 合 ）と「 四 国 タ オ ル 技 能 士 会 」（現・「 今 治 タ オ ル 技 能 士 会 」）の

理 事 を 務 め 、組 織 運 営 と 後 進 の 指 導 に あ た っ て き た 。特 記 す べ き は 、

2 0 0 0 年 に 廃 止 と な っ た 国 家 技 能 検 定 「 織 機 調 整 技 能 士 」 に 代 わ る

技 能 評 価 制 度 と し て 、 201 1 年 の 厚 生 労 働 省 認 定 「 四 国 タ オ ル 工 業

組 合 社 内 技 能 検 定 （ 織 機 調 整 ）」 の 創 設 に 尽 力 し た こ と で あ る 。  

「 織 機 調 整 技 能 士 」 が 廃 止 と な っ た 背 景 に は 、 1 9 9 0 年 代 以 降 の

タ オ ル 工 業 の 低 迷 や 受 検 者 数 の 減 少 が あ る 。 し か し な が ら 、 製 織 は

 

 

幼 少 の 頃 の 長 女 ・ 真 衣 氏 （ 右 ）、  

次 男 ・ 育 生 氏 （ 中 央 ）、 長 男 ・ 玲 央 氏 （ 左 ）  
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タ オ ル づ く り の 根 幹 を な す 技 能 で あ り 、 産 地 の 維 持 ・ 発 展 に は 不 可

欠 な 技 術 で あ る た め 、 産 地 で は か な り 大 き な 問 題 と し て う け 止 め ら

れ た 。 そ こ で 立 ち 上 が っ た の が 、 阿 部 氏 を は じ め と す る 産 地 の 技 術

者 や 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 で あ っ た 。 実 際 の 事 務 手 続 き や 厚 生 労 働 省

（ 200 1 年 発 足 ） と の 折 衝 は 、 阿 部 氏 と 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 の 担 当

者 の 2 人 で お こ な わ れ 、通 常 業 務 の 傍 ら 、膨 大 な 資 料 を 準 備 し 、関

係 各 所 の 根 回 し に 奔 走 し た 。 こ の 活 動 に は ２ 年 の 月 日 を 要 し 、 東 京

の 霞 ヶ 関 に あ る 厚 生 労 働 省 の 窓 口 に 計 8 回 通 い 、担 当 者 に い か に 検

定 制 度 が 産 地 に と っ て 重 要 な の か を 繰 り 返 し 説 明 し た 。  

織 機 調 整 に く わ え て 整 経 の 職 種 追 加 を 実 現 す る た め に 活 動 は つ づ

き 、 201 8 年 ３ 月 に 「 整 経 」 の 職 種 追 加 が 認 め ら れ た 。 こ れ に も お

よ そ 1 年 の 時 間 を 費 や し た 。こ の と き 、「社 内 技 能 検 定 」か ら「 社 内

検 定 」 に 名 称 が 変 更 さ れ た 。 こ う し た 検 定 の 設 置 に よ っ て 、 今 治 の

タ オ ル 業 界 に お け る 製 織 技 術 と 整 経 技 術 の 標 準 化 が 促 進 さ れ た 。  

 

人材育成にも力を注ぐ  

 

阿 部 氏 は 、 2 0 1 9 年 か ら 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 内 の 「 ヒ ュ ー マ ン リ

ソ ー ス ・ ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 」 の 委 員 長 を 務 め て お り 、 と り わ け 技

術 者 育 成 に 力 を 入 れ て い る 。そ の 成 果 と し て 、国 家 技 能 検 定 廃 止 後 、

製 織 技 術 者 育 成 の 機 会 が 少 な く な る な か で 愛 媛 県 と 協 働 で 職 業 訓 練

指 導 員 免 許 試 験 の 創 設 を 構 想 し 、 20 19 年 に 愛 媛 県 主 催 「 職 業 訓 練

指 導 員 試 験 （ 織 機 調 整 科 ）」 創 設 に 漕 ぎ 着 け た 。  

つ ぎ に 、 将 来 の タ オ ル マ イ ス タ ー 育 成 の た め に 、 今 治 タ オ ル 産 地

独 自
・ ・

の 人 財 育 成 シ ス テ ム を 構 築 し 、 そ の 主 要 メ ン バ ー と し て 活 動 し

て い る 。「 独 自 」と は 、2 0 2 2 年 4 月 に 開 講 し た「 今 治 タ オ ル ア カ デ

ミ ー 」 を 指 し て い る 。 今 治 タ オ ル ア カ デ ミ ー で は 、 レ ベ ル に 合 わ せ

て「 S i l v e r コ ー ス（ 初 級 ）」と「 G o l d コ ー ス（ 中 級 ）」と「 P l a t i n u m

コ ー ス （ 上 級 ）」 の 3 つ の コ ー ス が 準 備 さ れ 、 阿 部 氏 の よ う な 熟 練

の 技 術 者 か ら 直 接 技 術 を 学 べ る 場 と な っ て い る 。  
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く わ え て 、 2 0 1 9 年 5 月 に 2 4 年 ぶ り に 大 幅 な 改 訂 を お こ な っ た

『 タ オ ル 技 術 情 報 解 説 集  タ オ ル 用 語 事 典 』（ 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 ）

の 編 さ ん 責 任 者 と し て 編 集 作 業 に 携 わ っ た 。  

 そ の ほ か 、 当 時 の 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 に よ る タ オ ル ソ ム リ エ 制 度

が 創 設 さ れ る と 、 阿 部 氏 は す ぐ さ ま 受 験 に 応 募 し 、 20 07 年 1 0 月

に 認 定 第 3 号 の 資 格 を 得 た 。  

産 地 の た め な ら 惜 し ま ず な ん で も 協 力 す る 阿 部 氏 の 姿 勢 は 、 タ オ

ル づ く り を は じ め て か ら 一 貫 し て 変 わ る こ と は な い 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 


